
令和５年度学校評価（前期・後期）総括

○児童、保護者、教職員の評価は「そう思う」「どちらかと言えば、そう思う」という肯定的な回答の合計を％で示しています。色が付いているのは５％以上の上昇または下降となった評価です。 ○学校運営協議会委員の評価は４段階の平均です。
領域 No. 児童への質問 保護者への質問 教職員への質問 教職員の考察・対策 学校運営協議会委員のコメント 評価
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確
か
な
学
力

（
知
育

）

1
わたしは、授業中「グー、ペタ、ピン」が
できている。

お子さんは、家庭学習の際、「グー、
ペタ、ピン」ができていますか。

児童は、授業中「グー、ペタ、ピン」
ができていますか。

①No１は保護者、教職員の評価が低く、例年の課題であ
る。授業前の黙想の時間で良い姿勢を体感させる。また、
書くときにも肯定的な言葉かけやスタンプなどでできてい
る子をほめていく。
②No２について、「グー、ペタ、ピン」と「めあてをもって参
加」に相関関係が見られる。どのクラスでも、めあてをもっ
て授業をしているが、参加意欲に課題がある。そこで、全
員参加の意識が高まるよう学習形態の工夫を行っていく。
③No４について、今年度は朝読書の時間や「必読書コー
ナー」「必読書カード」などを設けたことで、一人当たりの貸
出数が１５．７冊増えた。学校では読書の時間を設けてい
るが、家庭での読書が少ないことが保護者の評価に表れ
ている。例えば月曜日を「本を持って帰る日」とし、朝読書
の時間で読み切れなかった分を家庭で読むようにするとよ
いのではないか。保護者自身も本に触れなくなって図書館
などに行く機会が減っているのではないか。学校でできる
取組として、金曜日の朝活動のローテーションに読書の時
間に入れるなどして、まずは校内での読書機会の増加を
目指す。

①No.1について、授業参観、丸付け、読
み聞かせなどで子供たちの様子を見た
が、とても姿勢がよく、積極的な学習ぶり
だった。
②No.2について、授業参観では子供たち
が目標をもって前向きに学習している様
子であった。
③No.4について、児童館でも本の貸し出
しをしている。借りている子供もいる。この
ことを発信していきたい。
④No.4について、学校では必読書カード
を設けたり朝読書の時間を取ったりして
知育向上につながっていると思う。家庭
における親子読書をさらにすすめるとよ
い。

3.5

2
わたしは、めあてをもって進んで授業に
参加している。

お子さんは、宿題や学習用具を忘
れずに登校していますか。

学校は授業や学校行事の中で児童
が主体となる場面を設けています
か。

3
わたしは、自分で計画して家庭学習に
取り組んでいる。

お子さんは、家庭学習の習慣が身
に付いていますか。

学校は児童に対して家庭学習の仕
方について具体的に指導しています
か。

4
わたしは、月に１０冊（低学年）、５冊
（中学年）、１冊（高学年）以上の本を読
んでいる。

お子さんは、月に１０冊（低学年）、５冊（中学
年）、１冊（高学年）以上の本を読んでいます
か。（兄弟姉妹がいる場合、長子のお子さんで
判断されてください。）

学校は児童に読書の楽しさと有用
感を実感させるような取組を行って
いますか。

①No.5について、日本では少子高齢化と人口減
少が身近に感じられる時代だが、世界の人口は
８０億人を超えてきた。資源や食料の無駄遣い
は許されない。自然環境との調和がより求めら
れていることを自覚する教育が大事。
②No.7について、下校時につまずいて倒れた子
供に数人が駆け寄って優しい言葉かけをしてい
るところを見かけた。
③No.7について、子供どうしが交流をもつことが
一番だと思うので、帰りの会などで自分の気持ち
を話せる場があることはとてもよいことだと思う。
思っていても言えない子供も多いと思うので、み
んなで対策を考える場にもなると思う。
④No.8について、前期よりも後期の数値がかなり
上がっている。学校全体で取り組まれた結果で
あると思う。

4.0

6

わたしは、いじめや差別をせず、人にや
さしくしている。

お子さんは、いじめをしないなど他
の人のへの思いやりの心が育って
きていますか。

学校は、いじめの未然防止や早期
発見及び適切な対応に努めていま
すか。

7

わたしは、学級や学校が楽しい。
お子さんは、学級や学校が楽しいと
思っていますか。

8

児童は、学校の廊下を走らず、右側
を歩いていますか。

5
わたしは、無言掃除を時間いっぱい
いっしょうけんめいにしている。

学校は、花壇や掲示物などの教育
環境を整えていますか。

学校は、花壇や掲示物などの教育
環境を整えていますか。

児童は、学級や学校が楽しいと思っ
ていますか。

健
や
か
な
体

（
体
育

）

9
わたしは、早寝、早起き、朝ご飯など、
規則正しい生活ができている。

お子さんは、早寝、早起き、朝ごは
んなど、規則正しい生活ができてい
ますか。

①No.5について、学級園の草、校舎内外のゴミがそ
のまま放置されている現状がある。進んで善い行い
をしている児童を紹介し、全校に広げていく。
②No.6で、右側通行を意識する児童が増えてきた。
時と場所を考えて、無言で通ることを意識させたい。
今年度の数値は他の項目に比べると低いが、委員
会活動や上級生が廊下歩行を呼び掛けたり、チェッ
クをしたりしたことで以前よりは改善してきている。
③No.7についてはタマにゃんチェック、心のアンケー
ト、帰りの会などでの訴えなど、自分の気持ちを知ら
せ、共感させる場を今後も有効に活用していきたい。
また、自分の気持ちや考えをなかなか言えずに悩ん
でいる児童への対応も考えていく必要がある。
④No.8について、子どもどうしが仲が良いことが一番
である。何でも話せる仲間つくりに取り組んでいく。そ
の他にも言葉遣いは、学校の課題である。時と場所
を考え、礼儀正しい態度の育成を目指していく。

豊
か
な
心

（
徳
育

）

わたしは、学校のろうかを走らず、右側
を歩いている。

学校は、児童が自ら危険予測能力
を持って安全に登下校できるよう指
導していますか。

①No.9,10について、夜遅くまでゲーム等をしている
と、朝起きができなくなる。朝ご飯を食べるなど規
則正しい生活ができるよう親子で話し合ってほし
い。
②No.10について、伊倉っ子シンポジウムで視力を
低下させないための具体的な数値を示されたこと
で児童にもよく伝わったと思う。SNSとの付き合い
方は注意が必要だと親子で実感している。
③No.10について、体力の低下にはメディアが大き
く関係していると思う。まずはそこからの対策をとい
うことからシンポジウムの開催で親子で考える場を
作られたことにより、よい方向に進んでいくと思う。
④No.11について、登校時は問題ない班が多いが、
下校時には幅広く広がっているところも見かける。
⑤No.12について、子供たちはあいさつがよくでき
ています。地域の方から声をかけたら（あいさつし
たら）必ず返してくれます。

3.3

10
わたしは、テレビやゲーム、スマホな
ど、メディアの時間を決めて使えてい
る。

お子さんは、テレビやゲーム、スマ
ホなど、メディアの時間を決めて使
えていますか。

学校は、テレビやゲーム、スマホなど、メ
ディアの時間を決めて使えるよう保護者へ
の協力を働き掛けていますか。

11
わたしは、歩いて安全に登下校できて
いる。

お子さんは、歩いて安全に登下校で
きていますか。

12
わたしは、登下校のときなど地域の人
にもあいさつをしている。

お子さんは、登下校のときなど地域
の人にもあいさつをしていますか。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

13

わたしは、家族や地域の方など学校の
先生以外の大人の方と一緒に活動す
ることがある。

学校は、教育活動の様子を保護者
や地域に発信していますか。

学校は、教育活動の様子を保護者
や地域に発信していますか。

学校は多様な地域人材や教育資源
を活用して教育活動を進めています
か。

学校教育目標「学ぶ喜び、つながる喜び、働く喜びを実感できるチーム伊倉の仲間づくり」

①No.15について、ふれあいセンターでの
イベントで書道や絵の先生など、教職員
以外の方々とのふれあいでも子供たちは
様々なことを学び、成長できていると思
う。
②No.15について、伊倉にはお宮の創建
以来１３００年の長い歴史がある。伊倉っ
子のアイデンティティを育むには充分な地
域学習の教材がある。熱い郷土愛をもっ
た伊倉っ子が育ち、伊倉の未来を支えて
ほしい。

3.8

14

学校は人権教育や特別支援教育な
どについて保護者や地域に情報提
供していますか。

学校は人権教育や特別支援教育な
どについて保護者や地域に情報提
供していますか。

15

学校は多様な地域人材や教育資源
を活用して教育活動を進めています
か。

16

学校は働き方改革を進めるために
地域人材の活用などに取り組んで
いますか。

①No14について、教職員の評価が低く
なっている。学校便りや学級通信等で発
信しているが、今後も発信の頻度を上げ
る必要がある。
②No.15は、高くなっている。地域学校協
働活動推進員と連携しながら、授業や行
事等で地域人材の活用を図ることができ
たからと考えられる。年間計画をしっかり
と作成するとさらなる活用につながる。
③No.16は、高くなっている。妹尾先生の
研修の成果だと考える。

①No.9で保護者の認識に低下が見られる。メディ
アコントロールの取組と同時に規則正しい生活
ができるようにしていきたい。
②No.10は保護者、児童の評価が低い水準と
なっている。 メディアコントロール週間の取組を
含め、時間の使い方も指導していく必要がある。
伊倉っ子シンポジウムなどを活用し、児童、保護
者、地域、教職員が一体となり取り組む必要が
ある。
③No.11について、教職員の評価に低下がみら
れる。登下校中の危険個所を撮影し、視覚的に
確認するなどして危険予測能力を高めたい。
④No.12については児童、保護者ともに高い水準
で意識できている。保護者の評価も後期に８ポイ
ント上昇している。

学校は、早寝、早起き、朝ご飯など、規則
正しい生活ができるよう保護者への協力を
働き掛けていますか。

課題の解決に向け、仲間とともに主体的・対話的に深く学ぶ児童（知育） 自分の大切さともに相手を大切に思う豊かな心を持った児童（徳育） 自ら心身の健康保持増進に努める資質・能力を持った児童（体育）


